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　「留学生の家族のための日本語・日本事情コース」は

名古屋大学に在籍する留学生，研究者等の家族を対象

とした講座である。名古屋大学留学生会（NUFSA）が

主催し，留学生センターアドバイジング・カウンセリ

ング部門から引き続き，国際教育交流センターアドバ

イジング部門が運営に協力している。4月と10月の年

2回開講され，インターナショナルレジデンス東山に

て週2日授業が行われている。

　1987年の開講より，2013年度で17年目を迎えた。現

在，初級から上級まで4クラスを設け，上級クラスで

は要望があれば日本語能力試験 N2の受験対策も行

う。2013年度の前期は34名，後期は53名の受講生が在

籍した。授業に加え，コースの一環として前期は東山

公園での校外活動（５月），夏のパーティー（7月），

後期は長野県へのバス旅行（11月），年末パーティー

（12月）を行い，日本語学習の成果発表や日本文化の学

習も兼ねた親睦の機会を設けた。クラスを担当する4

名の日本語教師は，授業に加えて，学期中の活動に関

しても協力している。年に数回関係者でミーティング

を開き，教師，運営協力者たちが綿密な連携を図るよ

う心掛けている。

　コースの運営資金は受講者が支払う会費の他に名古

屋大学留学生後援会からの補助金と名古屋栄ライオン

ズクラブからの寄付金で成り立っている。名古屋栄ラ

イオンズクラブからは，クラブ設立の1994年秋より継

続的な支援を受け，支援を受けた受講生は現在延べ

1,830名となった。開講式やパーティーにはクラブ役

員や会員も出席して受講生との交流を深め，一方，年

に一度のクラブの例会では2名の受講生が日本語でス

ピーチを行い，学習の成果を披露している。

　幼い子供を抱える受講生は，授業の間ボランティア

グループ「ひろば」による託児サービスを経済的負担な

く受けられ，授業後には親子でボランティアメンバー

と交流している。日本での新しい生活や子育てで不安

も大きいであろう受講者たちは，このコースで安心し

て勉強に集中し，地域の人々と交流しながら生活する

ことができる。2013年度は，名古屋大学の学生も3名，

託児ボランティア活動に参加した。

　今年度後期の受講生は50名を超え，教師，スタッフ

ともに対応に追われた。特に初級１のクラスでは，人

数的にも会場の広さの面でも学びに適した環境を整え

るために様々な工夫を必要とした。増加する新規受講

生への対応やクラス編成は今後の課題である。また，

クラスはもとより，食事を伴うパーティーや校外学習

等での万一の出来事に対応できるよう，今後保険加入

について検討したい。さらに，学期途中に受講に関す

る問い合わせを受けることが多々あったが，授業の進

度の問題で受講を諦める場合も多かった。学期途中に

来日した家族への日本語学習の場や活動機会の提供に

ついて考えたい。コースの運営資金については，授業

料の他に補助金・寄附金にて補われているが，不足分

については授業料を値上げせざるを得なかった。限ら

れた予算の中で工夫してコースの運営に取り組むとと

もに，受講生からのフィードバックを大切にし，コー

スのより一層の充実を図っていきたい。
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前期コースポスター 後期コースポスター

前期：開講式（2013年４月16日） 後期：秋旅行（2013年11月14日）


